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はじめに
近年，働〈対人の増加とその職業の定着化に伴い保育
所の;;';~'i急速に高まりつつある。このような社会的要
求の中で保育所も年々増設され.入所児童数も次第に地
1)1してきている。このことは，厚生白容により.全国の
{単行所リ'c1tt数が児ffr.tI首相t法施行当時の昭和23年3月には
わずかに13万5千余人に過ぎなかったが.51年4月には
178万2千余人と約13倍に地加していることからも明ら
かである。
これら多くの保育所児童は日中の活動的な時間の大半
を保fi斤で過ごしており，身体発rの極めて旺盛な時期
にあることを併せArえると.一食給食(おやつも含む)で
はあるが.保育所給食がt~ う役割は大きいものと考える。
しかしながら.全悶の保育所に給食が実施きれるよう
になったのは保育所設置後10年を経た昭和33年7月の厚
生行 'l~務次官通達以降のことであり， 20年近い年月を経
過した現企でも保育単価の低いことによる給食費の不足，
保母・調理主以・栄養上配湿の立遅れ，施設繋備面の不備な
ど多くの問題をかかえながら運営されており.悩祉総設
給食の体系化はまだまだ充分とは云い難い。このような
1'f放の中で実際に保育所で行われている給食の給与状況
ならびに児戒のHf取状況を調食し.栄養学的側面から-l;'
察をIJIえることは忍獲のあることと考え.本調炎を2尾崎
した.給食による栄袋給与最には季節による愛動が少な
いよとが本凋伐の結果明らかにされたけのて.ここでは
その点に触れず.保育所給食の運営形態別にまとめた栄
発給与祉ならびに児煮の栄養妓取量を明らかにし，これ
らに彩符を及ぼす凶 fーについてニ，三の」号察を試みた。し
かし給食を受けて育つ保育関児の健全な成長発r;を考え
る場合iこ，その家庭における食生活を無視することはで
きない。今回の給食調査と併行して.園児の家庭での食
餅内容や偏食 ・し好などについてもアンケー ト調査を行
ない.園児の身体発育状況との関連を調べたが，これら
の問題については別にまとめて報告したいと々えている。
調査方法
1 鯛査対象
大阪府下には昭和47年4月現在 564ヵ所の認可保育所
があリ，この内337ヵ所が公立.227ヵ所が私立の保育所
で，定只li公立.私立各30.155名.20，428名となってお
り.昭和49年 7月現在てすま公立437ヵ所秘立267ヵ所に冷
設され定貝も公立.手L立各44，099名と27.111名となった。
調査は丁度この間に笑施されたが， 1保育所当り90-100
名定員が平均的規模であった。府下の保育所で行なわれ
ている給食の形態には. ~保育所内で淵注する自家給食
と.保育所外から調理された形で搬入される委託給食と
がある。公立の場合は 1自治体が自治体l直営の給食セン
ターで一括調理を行なうセンタ一方式を採用しているほ
か.6自治体は給食業者に委託しており府下公立保育所
の約5分の lが委託給食を行なっているといえ，残りの
約5分の4が自家給食である。私立の場合は一部以外は
不明であるが，自家給食が圧倒的多数と思われた.そこ
でこれらの条件を考え，自家給食を行なう公立および私
立の保育所各3幽と委託給食を行なう公立保育所3閤.
2十9閣を調査の対象とした。これらはなるべく地滅的な
集中のないよう配慮して選んだが.図ー1にその所在地を
示した。保育所の嫡出に際しては直接保育所に依車ilした
???
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図-1 保育所の所在地
場合もあるが，多くは各自治体の保育tll_当係をi虚して依
頼した。手十保育所の給食の形態とイ正勝児数および:tRI出児
数は褒 1ーのi函リである。調査はおやつを含む給食給与量
の調査と銭食調査を主とし.残食d間合'1ま各年令から男女
同率になるように.30%の州出来で無作為抽出した凶児
について行なった。 4凶とも同じ凶リ止を対象としたた
め調査期間中の退閤や欠席で多少人数の変動があった。
2. 調査方法
各保育所の給食内容および残食の調査は春夏秋冬の年
間4回.各幽とも原KIJとして連続した 3日間行なった。
園生活が軌道にのっていない入国当初や欠席児童の多い
8月中・下旬，図外行事の多い9月・10月上旬は調査が困
難であったので，これらの時期を避けた。調査月日は型軽-
2のとおりである。
給与内容の調査は3.-1-未満児については主食・百IJ食と
おやつ.3.-1-以上児については主食を給与している保育
所では.主食・冨IJ食とおやつ，主食を給与していない保
育所では副食とおやつについて，各々給与量の平均的な
ものを~ぴ分析試料とした。 試料が生の場合や加工され
ていても成分の分析他がある場合はそのまま兎i誌を測定
し，他のめ合li倒々の食品に分け 105"Cで乾燥させ，所j
物
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もって実験によって求めた換算係数Z)を用いて生材料重
量を算出した。換算係数lま給食にI#i出した献立について食
品を調理し.調理前後の重量変化を測定するとともに，
調理後の乾i止を測定し，食品成分表に示される水分合最
値を用いて生材料重最にJ決算し.調理I!出jの重量と比較し
てその比率で表わした。
ヲミ. ~=ら . 7 ライ頼は-Rと中身とを分けてí1Í量を測り，媒子
頬については必要に応じて原材料の配合割合から給与量
を算出した。給与量にばらつきがあると忽われた場合には，
生材料の会凶児に対する使用量から算出した。調味料li
献立表を参与・にした。このようにいろいろな方法を採用
することにより給与量を最も真の値に近づけるための努
力を行なった内
次にJ自li!f(_の照取量:については，千平i凪給与量;が年令7JI
iこ一定であることから.残食調伐によって求めた。残食
i調査は調理形態により. ~;主食の重量そのものを測定する
j工幡 ・他:f:試行所給食の実態 - 3-
表-3 (a) 1 -2 j夜児の栄茶所望号最(完全給食.おやつを含む)
9異色i 蛋白w力Jt.;.ウム 鉄 ビタミン A ヒ7ミノB. ピ1:ンB，ナイアノノ ヒ1，ンC ヒ1，ンD
(Cal) ( g ) (mg) (mg) (I.U.) (mg) (mg) (mg) (時 ) II.U.) 
1 - 2 オ男女 1.063 36 400 7 1.500(4.500) 0.5 0.6 9 40 400 、fL Y.，J 所要民
{~食およびおやつの
532 18 200 3.5 750(2.250) 0.25 0.3 4.5 20 2∞ 栄k給与目標(50%)
I~ fi JI庁給食の目燃 530 18 4 0.3 0.3 5 20 2∞ 
tU 1. ij旨肪 11 カロリ -J"I:て'20%位度か過 ~j であること。
2. t!l取蛋白債の50'?(，は動物性並i自民てあることが望ましいこと。
3 ビタミン Aの( )内の値11. カロチンのみて侠取した場合の1院を示したものてあるか.なるべくビタミン A (レチノ
ール}て伊取するよう努めるニと.
4 ニコチン般は体内てトリフトファンから生成される.hl(トリブトファン約60"唱がニコチン拘置 1"唱に相当する.)を勘
案して決定されたものであること
表-3 (b) 3.-4"以 上児の栄主主所');!!:悦 (おかず給食.必やつを含む)
然'.¥ 蛋白賀市ルノウム 童文 ヒ7ミン A ヒ7ミンB. ピタミ~B， I ナイ 7/ ン ビタミンC ピ1，ンD
(Cal) (g) 町、g} (時 ) (I.U.) mg) (mg) mg) (mg) (I.U.) 
3 - 5 ..j男女
千均所要最① 1.433 4545 400 8 1.500(4.5似)) 0.7 0.7 12 40 4∞ 
ず.おやつ ② 40
0/0 40% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 50% 
のう位受給ヲ
日帰 栄養量
573 18 2∞ 4 750(2.250) 0.35 0.35 6 20 200 ①x②③ 
l柑児カJぷから持参す
232 3.4 5 0.3 0.0 0.()3 0.02 0.8 。る鰍160gの栄養電④
I~ "(1 ，昨給食の
込 ~ ③@' 341 14.6 195 3.7 750(2.250) 0.32 0.33 5.2 20 200 
I~ 台所給食の
日 ~ 340 200 0.35 0.35 5 20 2∞ 
i・) 1.脂肪はカロリー比で20%代J支が必当であること。
2. i!!取蛋白'!tの50%1J:動物件蛋1'1T'lであることが望ましいよと。
3. ビタミン Aの( )内の{創立，カロチンのみて燃取した場介の{直を示しためのであるが，なるべくビタミン A (レチ/
ール)て然取するよう努めること
4. ニコチン荷主{主体内てトリプトフ ァンから生成される ~t (トリブトファン約60mgがニコチン熊 1n唱に相当する.)を助
業して決定されたものであること
か.'1:主食が給与最に対して.!1'y.というように制令で記録
して行なった。給与鼠[ま 3J'以上児と 3.t未満児の2段
階に分けてまとめたが.実際にI主3.t以上児でも 3.4.5
オ児で給与量がそれぞれ央.なっているため，各年令に給
与された金重量を測定しておき，ある年令の試料から比
例計~:して求めた。しかし給与する量が一定しない場合
には抽出児全員について給与重量を測定した。 3オ以上
児で主食を家庭から持参している場合は食事の前後に容
器ごと重量を測りその差を主食摂取量とした。パンにバ
ターなど塗ってあった場合の塗付量は正確にil'J定て"きな
いため.常識的と忠われる11訟を算定した。持参した主
食に多少の面IJ食が添えられている場合もあったが，これ
は主食とみなした。
以上のようにして符たif(枇より.三dT日本食品標iV:成
( 3 ) 
分表を用いて栄建給与琶ならびに栄j症候取f止を杯出した。
mし菓 Hfiなど成分表に j~する食品のむい場合は.その
製造元に成分簡を間合わせたリ. [夜型の調理食品につい
ては実際に湖周するなどして成分f慌を定めたz。
件られた給米は. 表-3 (a)および(b)に示す厚生省児童
家庭局より健ポされた保育所における栄養給与円隙叫お
よび藤沢氏による児竜福祉地殺の食品情成式請を4 に)J;づ
いて考察したすなわち現在の保育所給食は.3.j .:t立満児
の場合は家庭で朝.タ各々 1自の所要量の25%. 3 J' 
以ヒ児の場介l立制，タそれぞれ30%1~取するものと考え，
保育所においては. 3 _，j.未満りょの場合10時15時の必やつ
に 10%ずつ，供食に30%. 合"~5000. 3才以上児の場合昼
食と 15時の必やつを合わせて不足しがちなビタミン. ミ
ネラルは50%. 熱Itl，たんぱく 1:は40%を給与すること
- 4- 食 物 ;.-~.  
表-4(a) 保育所給食における 1，2オ児の栄養給与量(完全給食・おやつを含む)
戸、、ど 熱1量 たん白質 月旨質 絡質 カJt.-:/ 鉄 ピ タ 、 、/ ウム A 8. 8， ユコ+ン睡 C 
Cal E g g mg mg I.U. mg mg mg mg 
公立自家給食 505 16.7 15.7 74.5 275 2.2 452 0.19 0.41 2.1 34 
H. M. N 
36 
土 111 土 4.2 土 4.9 土15.3 土 105 土 0.4 土 177 土0.06 士0.13 土 0.5 土25
公立委託給食 440 14.1 13.5 64.9 167 2.1 352 0.17 0.28 2.0 33 
A. K. T 
36 
土 109 士 3.8 土 4.5 土13.6 土 88 土 0.7 士 207 土0.06 士0.12 土 0.5 士24
私 立自家給 食 393 12.2 12.2 59.5 165 1.6 321 。15 0.28 1.8 20 
36 
C. F. W 土 85 土 3.1 士 5.2 土 9.4 土 62 土 0.5 土 150 土0.05 土0.10 土 0.6 :t 15 
全国平均給与量(A)
446 14.2 13.8 66.3 202 2.0 375 0.17 0.32 1.9 29 
108 
土 109 土 4.0 土 4.9 土14.1 士 99 土 0.6 土 183 土0.06 土0.13 土 0.5 土22
給与目保他 (8 ) 530 18 200 4 750 0.3 0.3 5 20 
充足 Z子'!，%. (A I 8 ) x 100 84 79 101 50 50 57 107 38 145 
数字は平均土標部i偏差を示す.
表-4(b) 保育所給食における3..t以上児の栄養給与電(おかず給食・おやつを含む)
戸、、土 熱量 たん自質 脂質
Cal E g 
公立自家給食 369 14.7 14.9 
36 
H. M. N 土 82 土 3.0 土 5.0
公立委託給食 303 1.6 12.8 
36 
A. K. T 土 58 土 2.2 土 3.1
fL.立自家給食 243 9.8 10.9 
36 
C. F. W 土 87 土 4.3 土 4.8
305 12.0 12.9 
全国平均給与最(A) 108 
土 90 :t 3.8 土 4.5
給与日棟 f直 (8) 340 15 
充足$， %. (A / 8 ) x 100 90 80 
数字は平均土標継偏差を示す。
を目標 として所要最が定められている。なお 3オ以上児
の主食は家庭から携行するのが建前となっており，家庭
から持参する御飯の量を160gとしてその分の栄養量を差
し引いて，保育所給食の目標量が定められている。デー
ターの処理は，手計算ならびに本学計算センターを利用
して行なった。
調査結果および考察
1. 保育所給食の形態別栄餐給与量
保育所給食の運営形態別栄養給与危を 1，2才児の完全
給食と 3オ以上児のおかず給食とにわけてそれぞれ褒-4
(a)および{ωに示し.保育所給食の目標とする栄養給与量
に対する形態別栄養給与量の充足状況を図-2(a)および
(b)に示したが，各栄養繁の給与i:I心、ずれも公立門家給
糖質
g 
45.5 
士10.5
37.4 
士 8.6
28.8 
土10.0
37.2 
士11.7
( 4 ) 
カルシ 事主 ビ タ
、 J 
ウム A 8. 8， ニコ千ン睡 C 
mg mg mg mg mg mg 
252 2.1 451 0.18 0.38 1.8 24 
士 71 土 0.3 土 170 土0.06 土0.09 土 0.6 士12
149 1.9 324 0.14 0.23 l目6 22 
土 75 土 0.4 土 212 土0.06 士0.11 土 0.4 土15
140 1.5 281 0.12 0.22 1.4 19 
土 61 土 0.7 土 151 土0.04 士0.10 土 0.7 土13
180 1.8 352 0.15 0.28 1.6 22 
土 85 士 0.5 土 189 土0.05 土0.11 土 0.5 :t 13 
2α) 4 750 0.35 0.35 5 20 
90 45 47 43 以} 32 110 
食.公立委託給食.広立自家給食の)1闘に低くなっていた。
また保育所給食の全般的傾向として.不足の目立つ栄養素
はニコチン鮫(NiA)，鉄(Fe). ビタミン A(V.A)，ビタ
ミン8，(V.B，)で何れもほぼ50%以下の低い充足率を示
し，ゃ、不足の傾向のある栄養素はたん白質と熱量で.
3オ以上児の場合はこのほかにビタミン82(V.B2) とカ
ルシウム(Ca)も不足であった。充足並ドがほぼ100%に達
していたのはビタミンC(V.C)と1，2 -4'児の場合のV.82
とCaのみであった。形態別給与量に布意差(P=O.Ol)
が認められたのは 1，2 -4-児給食の場合は熱量.たん白
質.Ca. Fe， V.B2であり.3オ以上児の副食給食の場合
も熱段以外"11，2オ児給食の場合と問機形態問に有意差
が認められた。各栄養紫の給与量を 1，2...r児給食につい
てみると.自家給食を行なっている公立保育所では Ca137 
- 5ー狂中時・他:保育所給食の':)i.態
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保育所給食による栄養給守量の充足状況
え.対象の9保育所中 6保育所までが完全給食を実施し
ておりパン食が米飯の2倍以上の食数を(iめていたけ。
一方家庭から児武力、持参する主食は，米飯が圧倒的に多
〈主食数の85%を"tjめ残りの15%はパンであった。褒ー5
(c)にはこの両者を含めて形態理IJに児煮の主食からの栄養
照取昆を示したが.厚生省の指導による米飯160gに相当
する栄発散を 100%としてこれらの摂取栄養素の充足率
を求めると，たん白質.Ca. Fe. V.B， はほぼ100%前後
を示したが熱坑72%.NiA 63%， V.B，50%でともに目
標値に達していなかった。主食から期待される熱哉の充
足率がこのように低いのは"ン.米飯ともに給与1f(量が
少ないことによるものであるが，それにもかかわらずた
ん白質やその他の微量栄~#.が 100% 以ヒの充足率を示
したのは.これらの栄養素の合最が米飯に比べ勺立るかに
高いパンの給与回数が多いためである。パンを主食にす
る場合にはバターや強化マーガリンなどを共に用いるこ
とによって熱量や脂熔性ビタミンの繍足も可能と々えら
れる。3A'以上りよ給食に主食を家庭から持参させるとい
うこと力、決定されたのは戦後のことであり.主食の配給
制との関連もあり.米飯l;t家庭から持参するが.おかず
は主婦の時間を1いたり，またおかずの相違からくる不
図-2(b)
( 5 ) 
{栄n所給食による栄養給与枇の充足状況
0/0. V.B， 163%. V.C 170%と向ド充足中を示しており，
これに対し委託給食の公立保育所と自家給食の私立保育
所ではどちらも Ca83%.V.B， 93%の充足率であり.V.C 
は公也委託給食カ、165%，草L立内家給食が 100%の充足
率であった。熱ru:とたん白'.e{の充足率1;1:公立自家給食の
場合それぞれ95'70と93%であったが，公立委託給食では
83%と73%で公立n家給食より 12-15%低い充足中を示
し秘立自家給食の充足率はさらに低下し熱量74%.た
ん白ti68%であっf二。また Fel;U可れの形態の給食におい
ても40-55%の低い充足率である tに.形態間にも有;芯
Aが認められた。3才以上犯のおかず給食についても 1，
2 A'児給食の場令と仏l憾の結果が示された。
2. 児童の栄養療取量
保tf所児墳が保育所において給食 (おやつを含む)よ
り傾取している年 ‘l<í~J栄養f止を形態別にまとめて褒-5
(a)， (臥 (c)に示した 校取訟は後述するように KI桶を除
いてどの栄養家についても給与最の900/0以上であり，給
与苛とほぼ一致していると巧えられた。したが勺て給与
されたものを筏取するわけてあるから給与量そのものか
児喧の終取:立を左おしていると云える。
3 -!以上児の給食はMIJ食給食が住市lになっているとはい
図-2(a)
-6- 食 物 弓二
表-5(a) 保育所給食における 1，2..t児の栄養烈耳兄貴 (完全給食・おやつを含む)
二、そ己h士、 カ Jレシ ピ タ ン熱量 たん白質 月旨質 機質 ウム 軍k A B. B， ニコチン復 C 
Cal g g g mg "' I.U. m底 mg mg mg 
公立自家給食 478 15.5 14.7 72.6 267 2.1 411 0.18 0.41 2.0 32 
89 
H， M， N 土 101 土 6.0 :t 4.3 土17.4 土 98 土 0.5 土 187 土0.06 土0.13 士 0.5 土13
公立委託給食 398 12.7 11.7 56.7 141 1.8 281 0.15 0.24 1.7 26 
56 
A， K， T 土 114 土 3.7 土 4.9 土14.1 土 85 土 0.6 土 165 土0.06 土0.12 土 0.7 土17
私立向家給食 376 11.6 10.5 53.4 151 1.4 272 0.13 0.24 1.4 15 
111 
C， F， W 士 100 士 3.5 土 5.0 主12.2 土 60 土 0.6 士 160 土0.04 土0.09 土 0.6 土12
全間平必Jj!l取量(A.)
417 13.3 12.9 61.9 192 1.8 335 0.16 0.30 1.8 27 
256 
土 12 土 5.0 :t 4.9 士15.9 土 98 土 0.6 土 174 士0.06 士0.13 土 0.6 土18
給与日係似 (B) 530 18 200 4 750 0.3 0.3 5 20 
充足率， %， (A / B ) X 100 79 74 96 45 45 53 100 36 135 
喫食率， %
94 94 94 93 95 90 89 94 94 95 93 U!!取電/給与最)X100 
数Tは平均土偏差を示す.
袋一 5(同 保育所給食における 3..t以上児の副食栄養侠取量(おかず給食・おやつを含む)
吉、ミョヱ カ Jレy ビ了 タ 、 ン熱量 たん白質 脂質 相請負 ウム 鉄 A B. B. ニコチン瞳 C Cal g g g mg mg I.U. mg mg mg mg 
公立向家給食 354 14.5 14.5 43.6 248 2.0 436 0.17 0.37 1.7 24 
220 
H， M， N 士 85 土 3.3 土 4.2 土 9.8 士 72 土 0.4 士 169 士0.07 土0.10 土 0.5 土14
公立 kr.f:給食 277 10.6 11.8 33.4 133 1.6 256 0.13 0.21 1.5 18 
287 
A， K， T 士 61 土 2.3 :t 3.4 土 8，2 土 72 土 0.5 土 141 士0，05 土0，1 土 0.5 土1
私立 n家給食 214 8.6 9，5 25.6 128 1.3 234 0.11 0，20 1.2 15 
411 
C， F， W 士 80 士 3.8 土 4，3 土 9.8 土 55 土 0.4 土 145 士0，05 土0.09 土 0.6 土14
全圏平的H!]fJ(地(A)
293 11.6 12，5 35，3 174 1.7 328 0，14 0.27 1.5 21 
918 
士 90 土 3.9 :t 4，5 士11.4 士 84 土 0，6 土 170 土0.06 土0.12 土 0.6 土13
給与目線{直 ( B) 340 15 200 4 750 0.35 0.35 5 20 
充足ll1，%， (A / B ) X 1∞ 86 77 87 43 44 40 77 30 105 
喫食$， % 
96 97 97 95 97 94 93 93 96 94 l∞ 
(j買取地/お与鼠)Xl∞
置k字は平均土保i!'1偏差を示す.
表-5(c) 保育所給食における 3オ以上児の主食栄美照取扱 (家庭から持参の主食を含む)
言、、ご カ J~ シ ピ タ 、 ン熱量 たん白1'( 脂質 暫誼?覧 ウム 鉄 ニコチン岨 C A B. B. Cal g 8 g mK mg I.U. mg mg mg mg 
公立自家給食
220 164 3，2 lι 33.5 4.9 0.37 35 0，04 0，01 0，50 。H， M， N 
公立委託給食
287 159 3，2 0，9 34.9 
A， K， T 
4.9 0，41 7.6 0.03 0，01 0，49 。
秘」工門家給食
411 175 3.4 l目4 35.9 5.1 0，38 30 0，04 0，02 0，54 。
C， F， W 
会問平均J!!取最(A) 918 166 3.3 1.3 35.0 5.0 0.39 29 O.ω 0，01 0，50 。
給与目偲値(B)(米飯l60gに相当) 232 3.4 5 0.3 。0.03 0，02 0，8 。
充足率， %， (A/B)XI00 71.6 97，0 1∞ 130 133 50 63 。
喫食 E事， %
93 92 94 94 93 88 84 91 93 94 。
(奴取量/給与量)XIOO
注)ノマンに付与されたパタ一等もこ、に加えた。
( 6 ) 
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表-6 f呆省所給食における食品群日IJ 給与 ïJi. ~:
1. 2 オ 児 給 貴 3 t 以 上 児 給 貴
貴 目回旬 群 公立自軍 公立委託 怠立自家 ~剛平r:J 驚嘩t.t・ 全幽平均 公立自京 公立吾.E怠立自京 全I制平均 I:!f;j量‘ 金問干~J
H.M.N A.K.T C.F.W ω 品情成由l1ffi$%** H.M.N A，K，T C司 K，W ω 品情成田J充足，t%**
~ 顕 ω.3 g 59.9 g 75.4 g 71.8 g 76 g 102.6 g 14.6 g 5.4 g 5.0 g 8.3 g 10 g 83.0 g 
L I~ 12.2 16.9 13.1 14.0 30 46.7 15.6 21.0 17.2 18.0 30 ω.0 
砂 ~ 1量 3目5 2.4 2.7 2.9 8 36.3 3.6 2.4 l.l 2.4 8 30.0 
油 脂 額 4.0 3.0 4.3 3.8 7 54.3 4.2 3.3 4.5 4.0 8 50.0 
旦 m 8.2 4.3 11.2 7.9 15 52.7 9.3 3.7 13.5 8.8 15 58.7 
曲 介 頼 2.8 8.9 10.5 7.4 10 14.0 4.8 10.1 13.9 9.6 15 64 .1 
獣 鳥肉顛 9.2 11.6 4.8 8.5 5 110.0 12.0 13.3 6.0 10.5 10 105.0 
蜘 額 9.5 10.1 4.9 8.2 20 41.0 8.9 9.7 4.1 1.8 5 156.0 
~l 頬 且ぴ海草類 19.9 143.1 120.8 154 .6 腕脈判手L -・ 18l.l l∞.7 鉛 0 120.6 脱脂柑平L ••• 事牢章2 85.9 事事宇22 61.0 
緑黄色野菜 9.1 7.0 7.9 8.0 20 40.0 11.4 8.1 9.1 9.5 25 38.0 
その他の野菜 28.1 25.8 お.8 26.6 15 1i1.3 38ι 32.5 33.4 34.0 20 170.0 
車 !葺 簸 37.3 ω2 27 .1 41.5 20 207.5 28.6 21.5 14 :8 21.1 20 108.5 
~ 頬 45.8 18.8 12.9 25.8 18.3 17.1 1 .9 15.8 10 158.0 
. !品川良割l氏;による訳本.文献4参照
・ 允足率%=(A/B))でl∞
-・ 脱肝t粉乳22g li't礼 101>-分 1ωcc)に相当するとR.l堕して野tHした1"
平等感を除〈意味からも保i'irJTで給与するという建前が
とられたものであるが引.本・の配給制lが尖質的芯味のな
い王JI..(Iーまで. ミt:食持参を同紙することは必ずしも当を仰
ないものとムえる。しかも主食からの熱品開{取が不足し
ている事実を考え合わせると， 3オ以 r_Y，止のI.IJ食給与の
算定)/;;恨の定、味は一層樽くなってくる。つまり実際に侠
取されている主食の盈を巧 t~することなし米飯 160g の
栄養坑を斧~.;Iいた基準地にぷづいて函IJ食のみを給与する
不完全給食のあり }jは妥当てなく.おやつを含む話IJ食に
主食も加えた完全給食として.保育所て1!!1似されるべき
栄薬指のhい1.忌を設けて.給食の給与日燃をArえてい く
べきである 完全給食の献立上の利凸:，;1:，日IJ食にi直した
主食カ、j望J尺できること.またカレーライスやチキンライ
スなどのように副食と主食を同時に含む献立ヵ、可能なこ
とてある 現作主食に，、ンの給与が多いのは，設備や入手
不起の|問削も|期連しているものと恩われた
3. 食品僻別給与重量
1，2，.j児および3才以 kリ止の給食の l日当リの食品群
別給与fiItl:を給食の形態群別に示したのが褒-6で.こ
の他を保育所給食の食品柄成ぷ案.)に対する充足ホで1、
したのが図-3(a)および(b)である。全同|について給守重
量の少なかったのはし 2，.j児給食も 3，.j'以上児給食もと
もに， /ij. ~~~il，緑黄色野菜， I.l~lli ， 'jニ矧， '.dTI ， 油断~l
でf日ftLも50%前後ないしはそれ以下の充足唱を示してお
( 7 ) 
1) ， 給与重泣ヵ、食品構成 )，~本を l二luJ っ たのは栄夫 Mi， i英
色野菜，以内野1であった。形態日Ijに見た食品給与の特徴
は主に動物性食品に観察さ札 乳類の給与量は公立内家給
食か 100 0/0 以上の充足率で公立 finU.~食，手L立 fj 家給食
の問自に{底くなっていた。 f申.介tlについては才LMlとは逆に
私立白家給食か 90-100%の充足取で公立委託給食.公
立匹l 'i支給食の hlllに充足率が低ドしていた。獣l均Ul と卵~li
1;1:公立委託給食が他の二形態の給食よりも高い允足't~ を
出める傾lí'Jがあリ， sH自はi笠に ltH 充足率か11~かった
4. 保育所給食の栄隻比率
l，2-t'児の士晶子千はおやつを含む完全給食の烈取J訟を.
3オj;んヒ児の場介はおやつを含む必かず給食に[量lまたは家庭
持参の主食を加えた校取量をそれぞれ算定の基礎として. 食
品群別栄養給与坑から求めたうt・1t比率を表-7に示した。
1，2 --t'児給食について見ると.総熱尽の中に，'iめる主
食つま リ 殺~llカロリー比は、1'-均27.5%，おやつ，1-1.対比42 . 9
%のうち17.1%は菓子煩が占めて必り両者合わせて44.6
%となりこの比率は，学校給食の食鰍構成から求めた殺li
カロリー比の50.9%6や，1，2，.j児給食が離乳食を終わ
って幼児食に移行する時期の食'tである ことを巧・l恒した
藤沢試案U の45.3%に近い比率である。しかし総カロリ
ーの不足{;I.，給食全体の内谷から鮒iう必要がある .E食
カロリー比か公伝1'1家給食<公立委託給食く私主自家給
食の~I(jに布くな っているのは主食烈取盈のき:によるもの
;>u. 
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保育所給食による食品群別給与重量の充足状況図-3ー (b)保育所給食による食品群号IJ給与重量の充足状況!図-3ー (a)
告t.ネ 主車カ };ゃっ 脂肪 脂肪 後たん 動物件
ルキ← 0・}ー カロ，) 持ロ') 白賀 たん白
C.I 比% Jt% 医 一比持 z 官比持
公立H.自M家酎N 食 478 22.9 45.4 15.9 29.9 15.5 56.6 
1，2 
公立A.垂K配.枯T SR 42.5 12.7 28.7 12マ7 58.9 3時 25.9 
オ
紅 立C.自F司依.紺W SK 50.6 376 33.8 40.9 10.9 26.1 1.6 
児
55.4 全斗i. i!;J 417 27.5 42.9 13.8 29.8 13.3 
公立H.自M家.陪N 食 518 31. 7 35.1 15.9 27.6 17.7 54.8 3 
J 企立A 毒K蛇.柏r食 436 36.5 32.7 12.7 26.2 13.8 57.2 
以
私立C.自F草.枯w食 48.3 上 389 45.0 29.6 10.9 25.2 12.0 
児 金平均 459 36.1 32.0 13.2 25.9 14.5 53.8 
保育所給食の牛乳給与量(1日l人当り)
1. 2才児 3オ以上児
公立自家給食 H，M，N 193 cc 178 巳C
公立委託給食 A，K，T 96 76 
私立自家給食 C，F，W 112 73 
会 園 平 t~) 134 109 
表-8型ド比養栄表-7
注)脱脂粉乳を用いている置の場合はその重量の121古Lた値
をもって相当する牛乳最と見倣して換算した.
こ、では牛乳と脱脂粉乳のみの給与量を示L，他の乳製
品は含まれていない。
比重を占めており， 表-8に示されるような形態別の牛
乳照取量の差がこれらの栄養比率に顕著にあみわれる結
果となっている。そのほかおやつカロリー比に差が見ら
れた原因として.表-6に示された菓子類の摂取量があ
げられる。このことはおやつカロリー比は牛乳についで菓
子類が40%の大きな比重を占めていることからも明らか
であるが，おやつの内容が大部分既製の市販品に依存して
いたことを併せ考えると，おやつの構成は栄養の質およ
び畳の問面から配慮されねばならない問題を含んでいる。
3オ以上児給食の場合は昼食のほかにおやつがl回の
みであるため.全体の熱量に対して占めるおやつカロリ
ーの比重は 1，2オ児給食より低〈主食カロリーの比重が
高くなっていたが，その他の点では1，2オ児給食と全〈
同様の傾向が認められた。
( 8 ) 
ではなく 摂取総熱量がこの順に低いためである。動物性
たん白質比率(動たん比)は平均55.4%で日本人の栄差
所要量"に付記きれるように成長期にのぞましい動たん
比とされている45%以上という値をはるかに上廻ってい
た。しかし給与されていた動物性たん白質食品の大半は
魚肉ソーセージ，ちくわといった練製加工品によって占
められており.その中に含まれるたん白質含量や質の商
での欠如が懸念される。脂肪カロリー比は平均28%で国
民栄養所要量刊の指標とする20-30%の間にあった。こ
こでおやつカロリー比.脂肪カロリー比，動たん比が何
れも公立自家給食.公立委託給食，私立自家給食の)1頃に
低い値を示している主な原因の一つに牛乳摂取量があげ
られる。牛乳摂取量はおやつカロリー比のうちの48%，
脂肪カロリー比のうちの30%. 動たん比のうちの56%の
- 9 -
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各国における栄養素の充足状況 (1、2オ児)
保育所給食で給与しなければならない栄養基準に対して
特に不足している栄養素は Fe，V，A. V.B" NiAであ
った。一方牛乳の給与鐙と Ca，V.B2• V，B，をはじめた
ん白質，カロリー.脂肪の煩取量との聞には高い相関関
係が見られた 日が，さきに~べたように形態別l栄養摂取
量の差が牛乳の給与量に大きく支配されていたことから
みても.成長期の児童を預る保育所給食の合理的栄養管
理のために牛乳が如何に重要な役割を来しているかが再
認識された。総賞色野菜の給与が少ないことはV，Aの充
足率の低いことにもつながる。食品の組合せや猷・立上
の配慮によ って不足が免れ難い栄養紫については栄養改
善法に基づいた特殊栄養食品の利用も考慮すべきと恩わ
れたが.このような食品を意識して利用している所は余
りなかった。しかし肝油ドロップ (V，A300LU.， V.D 300 
I.U.を含む)を給与していた閣が. N. T 2ヵ所あった。
NiA~費取量については.食品中の トリプトファンからの
転換を考慮して算出したNiA当量が， 1，2オ児給食で4.6
mg当量 3オ以上児で4.1時当量となるので.これを加
算すると充足率はそれぞれ92%と71%に上昇した目。 Fe
の充足率は50%以下の低値であったが，給食に用いられ
ている食品群の中でとくに豊富なFe給源となる食品はな
く穀類.菓子類.卵類， 芋類などから広〈供給されてお
り，更に笠宮な食品の給与を考慮する必要がある oFe不
( 9 ) 
図-4(a)
5. 各国にtHtる児童の喫食状況
保育所給食における児童の栄養傾取景は 1保育所を除
〈殆んどの図で給与量の90%以上を示したことは 2の項
で述べたが.こ益ではさらに各閣の児童の喫食状況を示
して児童の摂食に最長響を及ぽす因子について考察したい。
図-4{a)および(b)は，対象の各保育所における年平均栄
養給与量および烈取量の目標値に対する充足状態を円グ
ラブで表わしたものである。各栄養紫を同一向上に描き
半径の長きを充足率 100%とし，給与:!il:を実線でm取量
を破線で示した。
これらの図からも明らかなように給与量と摂取量はほと
んどの保育所において同一線を描いているが.K保育所
ではかなりの差が見られた。この主な原因l;t，この薗戸給食
が給食会社の仕出し弁当で汁気を含む調理献立が乏しし
ハムや練製品などの加工食品の組合せによる献立が多〈
用いられ，材料の切り方や加熱の仕方に配慮.の欠けるこ
とと，保母の給食に対する指i!f，方針が児震の食欲に頼り
すぎて喫食を促すような働きかけが全くなく所定の時間
がくると給食が一斉に打ち切られることのこ点にあると
判断された。さらに保母は各自持参した弁当を食するた
めに給食の味加減や加熱の適正を確めていないことも子
供遠の喫食率を低くしている間接的一因と考えられた。
以上の結果から保育所給食の全徴的傾向を概観すると，
c. 
C.I 
N，A c. 
学
2~ 
物食
C.I 
NiA 
NiA 
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c. 
V.A 
C.I 
NiA 
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約
保育所給食における栄建給与ならひに児童の照i設の実
態を把援するために.大阪府下の自家給食を行なってい
る公立保育所各3固と委託給食を行なっている公立保育
所3閏，合計9図を対象として1973年5月-1974年 2月
の間を季節別に 4図にわけて，それぞれ連続3日間!の給
食給与量を調べた。年令別に30%を無作為抽出した園児
についてはその残食量を調査した。得られたデーターは，
午前・午後のおやつを含むし 2オ児の完全給食仁話IJ食と
午後のおやつを含む3，.i-以上児給食にわけて集計し，厚生
省児童家庭局が提示している保育所給食の栄養給与目標
と比較した。米飯 160gを傍行することが建前とされて
いる 3オ以上鬼の主食についても，給与している閣の給
与量と抽出児の持参盆をそれぞれ調査し検討した。その
結果，
1)栄養給与髭。特に不足の目立つ栄養素liFe，V.A. 
V.B" NiAでいずれも50%以下の充足率であった。つい
で不足の傾向にある栄主主家はたん白質と熱量て 3オ以
上児の場合はこのほかにV.B2，Caが加わりいずれも80-
90%の充足率て・あった.100%以上の充足率を示した栄養
素liV.Cと1，2オ児の場合のV.B2およびCaのみであっ
た。また栄益ヨ震の給与量には形態})IJに'{'i:lま差か認めらh..
要
各国における栄養素の充足状況(3オ以 k児)
(10) 
足は栄養状態の優れたアメlJカのNorthCentral Region 
における調査結果でも s認められており.f也のi急危栄養
紫とともに食品外から補足(supplement)することについ
ての一般家縫の関心が深いことが報告 8されている。表
-4の栄養給与量は調理Eによる損失をみ・慮に入れてない
値であるが， V.A， V.B" V.B2は牛乳;が最大給源とな
っているため調理捌失率は少ないものと思われ，加熱調
理操作がほどこされた場合でもとくに自家給食では「煮
る」操作が多〈煮汁もともに給与されることが多いので
残食に儲意することによって損失はかなり防げるものと
思われた。V.Cは果実による充足度が高しおやつ時に
生食される場合が多いのでtn失率はほとんどないものと
考えられたが，野菜類を給源とする場合は加熱調理が多
いので50%程度の破療を考慮する必要があろう。栄築紫
の充足率は保育所給食の運営形態聞に有意差が認めら九
公立自家給食，公立委託給食.私立自家給食の順に低値
を示した。この事実の背景にはいろいろな社会的因子が
影響しているものと考えられたが，この面の解析は充分
でなく今後に残された謙題である。現在府下の自治体で
は公立保育所に関して統ーした給食施策をと っていると
ころが多<，府下の大都市を含んでいる今回の調査結果
は給食の栄養的面からの笑態を一応把催しているものと
考える。
図-4(b)
公立自家給食.公立委託給食.私立自家給食のJqnに低〈
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なっていた。
2)栄主主m取m:。給食給与泣に対する児童ーの摂食状況は
良<， 1 閣を除いてどの栄~'*も90%以上の烈取r;fを示
した 1 (司のみが児奄の喫食が怒〈残食が多かったがその主
な原閃は，材料の切り方や加熱・調味に適正な配慮が欠
けるf上出し弁当給食であることと兇療の食欲のみを重視
し保母の傾極的働きかけのないことにあるものと観察さ
れた。
3) 3..{'以上児の主食。 9r司のうち6凶までが主食を給
与しておりその内容はバン食が米飯の2倍以上の食教を
占めていた。一方児章が家庭より持参する主食1:1米飯が
圧倒的に多<850-0を占めていた。この主食給与最によっ
て充足される熱量は米飯160gの場合の72%で米飯・パン
ともに給与量議そのものが不足であった。
4 ) 食品群~IJ給与最と栄薬比率。全体的に給与最の少な
かった食品は紋!\t 色'I't~， Øß~ii. 宇野l，1削旨矧， 砂親方類
であったa 牛乳給与量は公立自家給食，公立委. t給食.
手L立自家給食の~Inに低しこのことは Ca. V.B2， V.B" 
たん1'11，カロ 1)一，脂肪の給与2誌が形態別にこのJInに
低依をぶしたこととよくー欽し，相圧に高い相関関係か
認められた。 -h魚介傾およひその加工品は私立自家給
食において，出kr:企jおよびその加工品li公立委託給食にお
いて比較的給与最が高かった。平均して動たん比55%，
殺類カロリー比45%、脂肪カロリー比28%であった。
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Summary 
Thc status of nutrition uptake in day-care center of Osaka Prcfecture was investigated. Nine day-care 
centers were picked out based on the ways of management and food service， and 30% of the preschool 
children were sclected by random sampling. The invesligation periods were 3 consecutive days in the 
four scasons， May 1973 to February 1974. The means and standard deviations of the daily intakes of 9 
nutrients of the preschool.childrcn in the Ct:mer， were compared to the recommended daily allowances (RDA) 
for the lunch of the day-care center presentcd by the board of child and home， the Welfare Ministry in Japan. 
Throughout these preschool years the intake of ascorbic acid was liberal but the intakes of iron， 
vitamin A， thiamin and niacin were below 50 % of the RDA. The children 1 to 2 years of age had 
mean daily intakes of calcium and riboflavin more than 100 % of the RDA and of food-energy and 
protein more 01' less 80 % of that. Among the chiJdren above 3 years of age the intakes of 
caJcium and riboflavin were respectiueJy 90 and 80 % of the RDA and the other nutrient intakes 
were simiJar to those of observation in the children 1 to 2 years of age. The children eating lunch 
prepared in the pubJic day-care center (group A) had JiberaJ mean daily intakes of calcium， riboflavin 
and ascorbic acid， and the mean intakes of food-energy and protein wel'e c10se to the RDA. In the 
public day-carc center suppJing the lunch pl'epared by food processing faclory (group B)， the mean 
????
- 12 - 食 物 学
intakes of food-energy and 7 nutrients excepting ascorbic acid for the children were below the RDA. 
The private day-care center's children eating lunch prepared in their facilities (group C) had 
more low intakes of food-energy and 7 nutrients than those of group B .excepting ascorbic acid. 
The intake of milk was significantly correlated with calcium， ribof!avin， thiamin， protein， food-energy 
and fat in the lunch of the day-care center. The use of green and yellow vegetables， eggs， 
potatoes， oils and fats， sugars and pulses in every groups of the center were insufficient comparing 
to the food constitution standard (FCS) for lunch of a day-care center presented dy Y. Fujisawa‘! 
The use of fjsh and fis h products in the group C and of meat and poultry in group 
A and B were both liberal. The caroly proportions of cereals and fat to food-energy were 45and 28 
respectively. The proportion of animal protein to total protein was 55. 
(12) 
